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ご挨拶

「たとえ貧しい国や家庭に生まれ育ったとしても、すべての子どもには等しく教育を受け
る権利がある」 この信念のもと、私たちは1987年の創設以来、ダルニー奨学金を中心と
した教育支援活動を続けてまいりました。法人名「民際」に込められた「民と民の交流に
よる平和の構築」という理念は、今も変わることのない私たちの根幹です。

このたび、創設者であり長年にわたり法人を牽引されてきた秋尾晃正元理事長、児玉忠弘
前理事長の後任として、私が新たに理事長に就任いたしました。その責任の重さを痛感す
るとともに、この活動の意義をより多くの方と分かち合い、次世代へとつないでいく決意
を新たにしております。

教育を受けた子どもたちは、やがて自らの可能性を信じ、地域に新たな産業や雇用を生み
出す担い手となります。そのような連鎖こそが貧困削減の鍵であり、外部からの支援に依
存しない自立した社会の実現、ひいては真の平和構築につながると私たちは信じていま
す。

世界情勢の不透明化や気候変動、自然災害の頻発といった困難な状況の中にあっても、私
たちが活動を着実に継続できているのは、ひとえに皆さまからの温かいご支援の賜物で
す。心より感謝申し上げます。

今後とも、皆さまとともに歩みながら、一人でも多くの子どもたちに学びの機会を届けら
れるよう、職員一同努めてまいります。引き続きのご指導と、ご支援を賜りますよう、何
卒よろしくお願い申し上げます。

2025年6月
公益財団法人  民際センター

代表理事  神田広興



2024年度事業報告

３

2024年度においては、国内外の社会経済情勢が依然として不透明な状況が続きました。ロシ
ア・ウクライナ戦争の⻑期化、イスラエル・ハマス戦争の激化、急激な円安の進⾏、そして

エネルギー・資源価格の⾼騰が広く影響を及ぼし、特に輸⼊物価の上昇を通じて家計への負

担が強まり、個⼈消費の停滞が顕著となりました。

このような環境下においても、メコン5カ国（タイ・ラオス・カンボジア・ベトナム・ミャ
ンマー）は、⽶中貿易摩擦や地政学的リスクの影響を受けながらも、概ね経済成⻑を維持し

ました。ただし、2024年9⽉に発⽣した台⾵は、ミャンマー、ベトナム、タイ、ラオスに深
刻な被害をもたらし、特にミャンマーでは、2025年3⽉28⽇に中部地域を震源とする⼤地震
が発⽣したことも重なり、今後も厳しい経済環境が続くことが懸念されます。

こうした情勢のなか、当団体は「教育⽀援を通じた貧困削減と平和構築」という理念のも

と、持続可能な⽀援体制の構築と事業戦略の推進に努めましたが、内部体制の変化や⼈事上

の⼤きな影響により、当初の⽬標を⼗分に達成するには⾄りませんでした。

2024年度は、組織体制において⼤きな変動があった年でもあります。奨学⽣と⽀援者様のマ
ッチング作業や、データベース管理など広範囲な業務を⾏うICT担当職員2名の退職、総務・
経理担当職員の定年退職、さらには健康上の理由による代表理事の任期途中での辞任と新理

事⻑への交代など、⼈事⾯での⼤きな異動が相次ぎました。これにより、ICTを活⽤した広
報・ファンドレイジング活動の推進が滞り、⽀援者様への証書などの提出物にも遅延や混乱

が⽣じました。

これらの影響は奨学⾦事業にも及び、前期中等教育奨学⾦(ダルニー奨学⾦）は5カ国すべて
で⽬標を下回り、特にカンボジア、ラオス、ベトナムにおいて⼤幅な減少が⾒られました。

⼀⽅で、後期中等教育奨学⾦(HOPE奨学⾦）、学校施設整備事業、書籍普及事業などでは⼀
定の成果が得られ、個別プロジェクトへの関⼼と信頼は引き続き維持されています。

2022年度以降続く財務状況悪化への対策としては、⺠際⼒推進事業の強化を⽬的に、2024
年11⽉に実施したキャンペーンにより、経常収⽀は⼀定の改善を⾒せましたが、⾚字の完全
な解消には⾄っておりません。

ICT分野においては、2024年8⽉より⼀部業務のアウトソーシングを開始し、2025年1⽉には
新たなICT担当職員を採⽤したことで、年度末には安定的な運営体制が整いました。2025年
度に向けて業務効率化の基盤が整いつつあり、今後の展開に期待が持てる状況となっていま

す。

また、理事⻑の交代については円滑に引き継ぎが⾏われ、組織内外への影響は最⼩限にとど

められました。職員⼀⼈ひとりが、⽀援者様と現地をつなぐ担い⼿としての役割を再確認

し、⽀援者様から寄せられる温かいメッセージを励みに、活動の再構築に向けた取り組みを

継続しています。

総じて、2024年度は⼈事⾯での影響により厳しい運営を強いられた⼀年ではありましたが、
その中においても、将来に向けた基盤整備を着実に進めることができました。次年度に向け

ては、組織体制の安定化と広報・ファンドレイジング活動の再強化を図り、持続可能な⽀援

の拡⼤を⽬指してまいります。

公益財団法⼈��⺠際センター



教育普及事業

４

SDG��の⽬標４「質の⾼い教育をみんなに」の取り組みのため、⺠際センターは前期中等教
育の中学⽣⽀援の拡充とともに、後期中等教育にも取り組んでいます。前期中等教育の中

学⽣⽀援は設⽴以来継続している「ダルニー奨学⾦」に加え、後期中等教育である⾼校⽣

⽀援「HOPE奨学⾦」はタイ、ラオス、カンボジア、ベトナム、ミャンマーの５カ国にて⾼
校⽣向け奨学⾦⽀援の⽴ち上げから3年⽬を迎え、着実に推移することができました。

前期中等教育奨学⾦事業

対象国：タイ、ラオス、カンボジア、ベトナム、ミャンマー

事業内容：中学⽣への奨学⾦⽀援�（基礎教育奨学⾦事業）
ダルニー奨学⾦と名づけたメコン地域5カ国の中学⽣に対しての奨学⾦⽀援事業です。

����������������年度別 各国の奨学⽣数 単位：⼝数

書き損じはがき

宛先や⽂⾯を間違えて使⽤できなくなったはがき、また、年が変わって古くなり、送るこ

とができなくなった年賀はがきなどの「書き損じはがき」を収集していただき、それらを

現⾦化して奨学⾦とするプロジェクトです。⺠際センターでは20年以上取り組んできた実
績があります。

最近では年賀状の減少やSNS及びメールの普及等の影響で減少傾向にはありますが、グル
ープや学校、法⼈など皆様のご尽⼒によって、本年度の現⾦化できた⾦額は13,900,095円
となり、現⾦による補充や昨年度からの残⾦繰り越しなどを合わせ、ダルニー奨学⾦965
⼝分の⽀援に結びつきました。

今年度はICT担当職員退職の影響を受け、7⽉締切のラオス、カンボジア、ベトナム3カ国
のファンドレイジング活動を⼗分に⾏うことができず、⼤きな減少となりました。5カ国
合計では前年⽐90%と低調な数字に終わりました。
これらの奨学⾦⽀援には、通常の募⾦活動に加えて、書き損じはがきの収集、公益財団法

⼈パブリックリソース財団が運営するGIVE�ONEオンライン寄付サイトとの連携による奨
学⾦提供、そして募⾦箱による寄付も含まれています。

公益財団法⼈��⺠際センター
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教育環境整備事業

５

募⾦箱による寄付

ダルニー奨学⾦⽀援を募る募⾦箱、通称「ダルニーボックス」は、現在北海道から沖縄ま

で全国約30カ所余りに設置されています。設置場所はレストランやコンビニエンススト
ア、美容院、リサイクルショップなど様々です。募⾦の⾦額も1円⽟から⾼額紙幣まであ
り、多くの⽅々のご厚志を頂戴しています。募⾦箱の横に設置するダルニー奨学⾦パンフ

レットをご覧になったことがきっかけで⽀援活動に参加された⽅もいらっしゃいます。本

年度は７拠点から回収させていただき、総額86,531円�６⼝の奨学⾦に充当しました。⺠際
センターでは、引き続き募⾦箱設置のご協⼒をお願いしております。

本年度の前期中等教育奨学⾦事業（ダルニー奨学⾦）の実績は以下の通りです。

経常収益：118,555千円
経常費⽤：121,108千円

後期中等教育奨学⾦事業

⾼等教育奨学⾦事業

対象国：タイ、ラオス、カンボジア、ベトナム、ミャンマー

事業内容：⾼校⽣への奨学⾦⽀援

2022年度からHOPE奨学⾦という名称で活動を展開しています。ダルニー奨学⾦⽀援者様
が進学調査後に同じ⽣徒を継続して⾼校進学まで⽀援してきましたが、新規の⾼校⽣にも

奨学⾦の⽀援を開始しました。この事業にはタイの職業訓練校奨学⾦⽀援も含んでいま

す。本年度は以下の通り奨学⾦を提供できました。

タイ57⼝、ラオス77⼝、カンボジア51⼝、ベトナム24⼝、ミャンマー26⼝、合計235⼝

経常収益：8,560千円
���������������������������������������������経常費⽤：5,751千円

■ハード建設型整備事業

学校施設整備事業（教室建設）

事業内容：ラオス南部の農村地域の学校施設には、村⼈たちが⾝近にある⽵や⽊材などを

⽤いて、簡易的な技術で建てたものも含まれており、構造の耐久性や安全性に⼤きな課題

を抱えています。そのため、⾬⾵に弱く、学習環境として⼗分とは⾔えません。本プロジ

ェクトでは、耐久性の⾼い資材を⽤いた恒久的な教室を建設し、災害や劣化に強い安全な

学習環境を整えます。簡易教室と異なり、年間を通じた安定した教育の提供が可能とな

り、就学率の向上や中途退学の防⽌が期待されます。また、教室不⾜や、既存の教室の⽼

朽化が進む学校へも⽀援を⾏っており、これらはより多くの⼦どもたちに学ぶ機会を届け

る重要な取り組みです。

本年度は、ラオス南部に位置する最貧県の⼀つであるセコン県ラマーム郡の中⼼街から約

19キロメートル�離れたところにあるドンチャン中学・⾼等学校に教室を1棟増築する事業
にとりかかりました。

本年度の学校施設整備事業の実績は以下の通りです。

経常収益：4,395千円
経常費⽤：4,152千円

公益財団法⼈��⺠際センター



６

⼥⼦寮建設事業

対象国：カンボジア

事業内容：現地では⼩学校と⽐較して中学・⾼校の数が少ないため、遠距離通学の⽣徒が

多く、就学率低迷の原因となっています。本事業では、学校敷地内に⼥⼦寮を建設するこ

とで、⼥⼦⽣徒の就学継続や安全性確保をサポートします。

本年度は、クラウドファンディングによりコンポンスプー州プノンスローチ郡プノンスロ

ーチ⾼等学校の1棟を建設できました。

経常収益：5,107千円
経常費⽤：4,832千円

学校内トイレ建設事業

対象国：カンボジア、ミャンマー

事業内容：プロジェクト開始から５年⽬になる学校内にトイレ棟を建設する事業です。

カンボジアの学校では、トイレや上下⽔道施設は不⾜したままです。決して衛⽣的とは⾔

えない環境の中で、⽣徒たちの健康が害されやすく、それが原因で⼥⼦⽣徒の低就学率に

つながる点が特に問題になっています。すでにトイレがある公⽴の学校もありますが、そ

れらのほとんどは、⽔が流れない、⼿洗い場や洗浄設備が⼗分ではない等の問題を抱えて

います。このプロジェクトの⽬的は、トイレ設備を完備することによって学校の衛⽣環境

と就学率を改善するものです。

本年度は、カンボジアに4棟、ミャンマーに1棟を建設できました。

�【カンボジア】

� コンポンスプー州ベーストス郡�����アングサイ中学校

� カンポット州トゥエクチョウ郡������ミアンレス中学校

� ポーサット州プノンクラバン郡������フンセンバックチェンチェアン中⾼等学校

 �コンポンチュナン州ロレアビア郡 �ブンラニー・フンセン・ロレアビア中・⾼等学校

�【ミャンマー】

� ヤンゴン市チャンタピン地区 �����ティンナッピン中等学校

経常収益：11,090千円
経常費⽤：10,494千円

ウォータープロジェクト（給⽔引き込み整備事業）

対象国：カンボジア

事業内容：SDG��の⽬標6「安全な⽔とトイレを世界中に」の実現に向けて、学校内トイレ

建設事業に加え、衛⽣的に利⽤できる⽔道設備が整っている学校が少ない現状を鑑み、学

校内の給⽔設備、⼿洗い環境の改善により安全性を⾼め、安⼼できる就学を実現する⽀援

事業です。このプロジェクトの⽬的は、地⽅の学校において安定した給⽔を確保し、衛⽣

環境を改善することで⽣徒や教師の健康を向上すること、また衛⽣的な⽔へのアクセスを

普遍化することで、安⼼して学校へ通えるようにすることです。衛⽣的な⽔の供給は、⽣

徒たちが公衆衛⽣について考える機会にもなり、家族や地域の⼈たちに衛⽣や環境への効

果を伝えることで、地域全体に啓蒙することも活動の狙いとしています。

4年⽬の本年度は、6校に建設できました。

� コンポンチュナン州バリボー郡�������ロヴィエン・チャム中学校

               ��� ブロブペチ・チャンバー中学校

� ポーサット州プノンクラバン郡 ��オー�ロムチョン⼩学校

���������������������������������������������������������������������� クセット�ボレイ⼩学校

���������������������������������������������������������������������� コー�チョムロン⼩学校

��������������������������������������������������������������������� サムダッチ�オ�サムダッチ�メ中学校

経常収益：3,480千円
経常費⽤：3,292千円

公益財団法⼈��⺠際センター
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浄⽔プロジェクト事業

対象国：ミャンマー

事業内容：⾬⽔や地下⽔といった未処理⽔をろ過する浄⽔器を学校に寄贈し、⼦どもたち

の学びの場に安全な⽔が飲める環境を提供する事業です。⼦どもたちはより健康な⾝体で

学校に通い続けることが可能となり、また従来のように各家庭が飲料⽔を購⼊し⼦どもに

持たせる必要がなくなるため⽣徒の家庭の⾦銭的負担も軽減されます。さらに、⽔と衛⽣

に関する⼦どもたちの意識を⾼めることも狙いとしています。

本年度は新たな提供には⾄りませんでした。

学校内リサイクル事業

対象国：ラオス

事業内容：増加するごみ問題に対して政策が追いついていないラオスにおいて、⽣ごみ処

理機を学校内に設置し、⽣ごみのリサイクルを通して⽣徒たちに環境問題について学んで

もらう事業です。

本年度は、クラウドファンディングにより、⾸都ビエンチャン郊外のシクホッタボン地区

にあるビエンチャン⾸都特別⽀援学校の1校に建設できました。

経常収益：288千円
経常費⽤：272千円

公益財団法⼈��⺠際センター

■ソフト提供型整備事業

⺠際センターでは、さらに質の⾼い教育を⽬指して、ダルニー奨学⾦やハード建設型整備

事業の他にも、学校が遠くて通学が困難な⽣徒に対する通学⾃転⾞⽀援、本を読む機会の

少ない⼦どもたちへの図書⽀援等の4つの提供型のプロジェクトを⽤意して、⼦どもたち

の未来を応援しています。各国事業所は現地のスタッフで構成されており、どのような⽀

援が⾃国の⼦どもたちに本当に必要なのかを⽇々肌で感じながら仕事をしています。彼ら

と⽇本事務局のスタッフが奨学⾦⽀援に加えて、⼦どもたちの⾃⽴につながる⽀援を真剣

に考えたプロジェクトです。

書籍普及事業（図書⽀援プロジェクト）

対象国：ラオス、カンボジア

事業内容：ラオスとカンボジアでは⼦ども向けの本が不⾜しています。特に⾸都のビエン

チャンやプノンペンから遠く離れた地⽅では読む本が教科書だけという⼦どもたちも多

く、読書の機会が乏しい現実があります。そのような状況を受けて、⼦どもたちの豊かな

想像⼒と思考⼒を育むために、ラオスとカンボジアの⽀援地域の学校に書籍を届ける「図

書⽀援プロジェクト」を企画して、⼦どもたちが少しでも本に触れる機会を増やす活動を

しています。このプロジェクトでは⽇本製の本を贈るのではなく、ラオ語やクメール語

（ラオスやカンボジアの⺟語）で書かれたその国に昔から伝わる物語や必要な知識を⾝に

つける本を、その国の現地職員が厳選して学校に贈っています。本の寄贈を受けた学校で

は、多くの⽣徒が初めて⾒る本に⽬を輝かせています。本年度は、ラオスでは73校、カン

ボジアでは72校の学校に提供できました。

経常収益：5,110千円
経常費⽤：4,257千円



８

学校教材⽀援事業（学校教材⽀援セット）

対象国：タイ、ラオス

事業内容：⽇々の教育に必要なスポーツ⽤具や教材を学校に⽀援するプロジェクトです。

⼦どもたちの教育に効果的な教材や学⽤品は、現地で⽇常的によく使われるアイテムを現

地事業所のスタッフが選別しています。スポーツ⽤具セットはサッカーボールやバレーボ

ールなど⼤勢で楽しめる内容で、教材セットは鉛筆やボールペンの数量を多くして、周り

の⼦どもにも配れるような⼯夫もしています。調達から発送まですべて対象国内で⼿配す

るため、物価の安い⽀援対象国内で購⼊して贈ることで、より多くの⽀援を提供すること

ができます。タイ、ラオスでは学校の予算は⽣徒数によって決まります。この事業の対象

地域である郡部では⽣徒数が少ないため予算も少なく、この⽀援が⾮常に役に⽴っていま

す。

本年度は、タイに11セット、ラオスに23セットの教材を学校に提供できました。

経常収益：2,930千円
経常費⽤：3,493千円

⽣徒教材⽀援事業（プレゼントセット）

対象国：タイ、ラオス

事業内容：ダルニー奨学⾦の奨学⽣を指定してプレゼントを贈るプロジェクトです（⽀援

している⽣徒がいない場合は、⽀援を必要としている⽣徒にプレゼントを贈ることができ

ます）。家庭環境に恵まれず、貧しい暮らしを強いられている⽣徒たちは、⽣まれてから

⼀度もプレゼントをもらった経験がない⼦どもも多く、遠い⽇本の⽀援者様からのプレゼ

ントが、⽣涯忘れられない思い出となることを想像して企画し、このプロジェクトはスタ

ートしました。プレゼントは調達から発送まですべて⽀援対象国内で⼿配し、プレゼント

の内容は現地のスタッフが必要なものを現地で確かめて購⼊し、⼦どもたちに贈ります。

⽇本国内でプレゼントを調達して現地へ送る⽅法と⽐較すると、より多くの本当に必要と

しているアイテムを贈ることができます。

本年度は、タイに83セット、ラオスに96セットを提供できました。

経常収益：1,432千円
経常費⽤：1,467千円

⾃転⾞⽀援事業（通学⾃転⾞プロジェクト）

対象国：ラオス、カンボジア

事業内容：農村地域で暮らす⼤部分の⼦どもたちにとって、⾃転⾞を持つことは、将来へ

の希望を意味します。多くの⼦どもたちが⾃宅から遠く離れる学校へ徒歩で通っていま

す。炎天下の過酷な⻑時間通学により、勉強に集中できない⼦や、通学を諦めてしまう⼦

どもたちがいます。遠距離通学は貧困と同様に、教育を享受することに対して⼤きな障害

となり、中途退学につながる原因の⼀つとなっています。⾃転⾞があることで通学の利便

性が⾼くなることは、就学率の向上、中途退学率の低下に寄与することが期待できます。

⾃転⾞は単なる移動⼿段ではなく、⼦どもたちの希望と教育機会の提供を意味し、貧困か

らの脱出につながるとても⼤切なものです。本年度はラオスに180台、カンボジアに156台

を提供できました。

なお、本年度も受託事業として、⽀援者様のお⼀⼈である安⽥勝也様との協業により、カ

ンボジアに追加⽀援を実施することができました。

経常収益：11,091千円
経常費⽤：10,721千円

公益財団法⼈��⺠際センター



教育内容拡充事業
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少数⺠族教師養成事業

対象国：ラオス

事業内容：ラオスは、⼈⼝約755万⼈（2023年��ラオス統計センター調べ）、約53.2％�は低

地ラオ⺠族、クムー族11％、モン族9.22％、その他アカ族など、少数⺠族を含め50の�⺠族

で構成されています。各⺠族の⽂化的特徴も異なり、公⽤語のラオ語の他にそれぞれに固

有の⾔語が存在します。しかし、学校教育はラオ語で⾏われるため、特に⼩学校に通う⼦

どもたちは先⽣の話す⾔葉が理解できず、それが原因となって中途退学につながる⽣徒も

います。そのような状況を受けて、ラオス政府は⼩学校の敷地内に、少数⺠族の⼦どもた

ちにその⺠族固有の⾔葉を併⽤して教える準備クラスを設けました。⺠際センターでは

2004年から、少数⺠族出⾝の学⽣たちがそうした準備クラスや⼩学校などで教鞭を取るこ

とができるよう、教師養成を⽀援する奨学⾦を提供してきました。

本年度は38⼝の奨学⾦を⽀援することができました。

経常収益：5,700千円
経常費⽤：7,129千円

公益財団法⼈��⺠際センター

自然災害支援事業
対象国：タイ、ラオス、ベトナム、ミャンマー

事業内容：2024年9⽉に発⽣した台⾵11号に伴う⽔害により、ミャンマー、ベトナム、タ

イ、ラオスの4カ国で⼤きな被害が発⽣しました。ベトナム北部では、死者・⾏⽅不明者が

360⼈を超え、ミャンマーでも死者数が300⼈以上に上りました。さらに、ラオスおよびタ

イでも洪⽔による深刻な被害が確認されました。これを受けて⺠際センターでは、10⽉よ

り4カ国を対象とした緊急⽀援募⾦を実施し、各国事業所を通じて⼈道⽀援や学校設備の修

復などに活⽤しました。

また、2025年3⽉28⽇にミャンマー中部で発⽣した地震に対しても、緊急⽀援募⾦を実施。

2025年3⽉末時点で3万円、6⽉末時点で418万円のご寄付をいただいております。

経常収益：1,540千円
経常費⽤：1,560千円

調査研究事業
対象国：タイ、ラオス、カンボジア、ベトナム、ミャンマー

事業内容：教育⽀援等に関する事業開発及び実施について調査研究を⾏い、広く寄付⾦を

募る前に実験的に試⾏する、または海外事業所、学校からの要請、あるいは⽀援者様の要

望により、特定事業実施の必要性が⽣じた場合、適宜募⾦を実施してその事業を推進する

事業です。

本年度は、該当する事案はありませんでした。



啓蒙啓発事業
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研修視察事業

対象国：タイ、ラオス、カンボジア、ベトナム、ミャンマー

事業内容と実績：⽀援者様を対象に、⽀援している現地を訪問し、奨学⾦贈呈式等への参

加によって相互理解の促進を図ることを⽬的とした研修視察プログラムです。本年度は、

現地視察を中⼼に４件の訪問が実現できました。

10⽉ ベトナム、カンボジア 現地視察
11⽉ ミャンマー 現地視察
12⽉ ラオス、タイ 現地視察
3⽉�SWITCH カンボジア スタディーツアー
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������経常収益：����391千円

経常費⽤：1,597千円

公益財団法⼈��⺠際センター

民際力推進事業
対象国：⽇本

事業内容：⺠際サポートプログラム（マンスリーサポートを含む）は、「⺠際⼒」の名称と

しても推進しており、⺠際センターの活動全般を⽀援いただくプログラムです。税⾦を財源

とする補助⾦や地⽅⾃治体の補助⾦で事業を推進するのではなく、⽀援者様と⼀緒に⺠際

センターの活動を推進しています。11⽉にICT強化を⽬的としたキャンペーンを実施しDM
を送付しました。本キャンペーンにより7,920千円の⽀援があり、前年度⽐88%増加となり
ました。

経常収益：15,831千円
経常費⽤：11,313千円

その他の活動について

本年度は、イベントの実施や協賛、講演会、展⽰会等が本格的に再開されて、⺠際センター

の活動を紹介できる機会が増えました�。下記のイベントの開催につきましては、多くの皆
さまにご協⼒をいただくことができました。あらためて感謝申し上げます。

8⽉� H2OサンタNPOフェスティバル ブース出展＆イベントトーク＆ゴスペル
10⽉���パルシステム神奈川 ミニ・ハートカフェに出展
11⽉���聖セシリア⼥⼦中学校・⾼等学校講演会
1⽉� MS＆AD軽⾳楽部 ゆにぞんスマイルクラブ バレンタインチャリティーコンサート
2⽉ �⼭梨英和中学校・⾼等学校 学習会
2⽉� ライオンズクラブ国際協調委員会セミナー
2⽉� パルシステム神奈川 「パルっていいね!!フェス」に出展
2⽉� H2OサンタNPOフェスティバル ブース出展＆イベントトーク＆ゴスペル



決算ハイライト
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経常収益の国別内訳

公益財団法⼈��⺠際センター



役員構成

海外事業所

12公益財団法⼈��⺠際センター

（2025年6⽉30⽇現在）
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決算書類

公益財団法⼈��⺠際センター



14公益財団法⼈��⺠際センター



15公益財団法⼈��⺠際センター



〒103-0023

東京都中央区⽇本橋本町2-6-13

⼭三ビル７F

TEL:�03-6457-5782

URL:�www.minsai.org


